
1年 前期 13 時間 後期 14 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

○

A評価

B評価

C評価

F評価

15 猫の扱い方②

27 猫に与えてはいけないもの

23~24

25~26

仔猫について、猫のしつけ

猫の疾患

21~22 猫の問題行動

4~5

6

7~9

10

11~12

成績評価基準

出席率100～95％・定期試験 100～90点・平常点 優れている

出席率94～87％以上・定期試験 89～71点以上・平常点 普通

出席率86～80％以上・定期試験 70～60点以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合

犬と猫の飼育頭数・飼育頭数の多い猫種をディスカッション1

2 猫の身体

3

前期のまとめ、試験対策

前期テストの振り返り・猫の扱い方①

猫の飼育方法と用品

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・定期試験 実技試験

・平常点（授業参加意欲など） 実施しない

13

14

16~18

19~20 猫の攻撃行動

猫の発情期、妊娠、出産、避妊・去勢

目色、毛色

猫の感情表現

純血種と雑種の違い、ボディタイプ

猫の品種

長毛・短毛・両方の品種

ノート、筆記用具、配布資料

授業計画時間

数
授業内容

授業概要

犬とは明らかに違う「猫」の体の仕組み・性格・性質・習性を理解し、Zootic

（動物らしさ）を元に猫の問題行動を人間が猫に合わせて解決できる事を養

う。更に猫の飼育や管理に関連する知識を学ぶ。
授業形式 講義

到達目標 猫の生き物としての理解を深め、基本的知識を身に付ける

教科書・教

材・服装等

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 動物飼育コース

科目名 ネコ学 必修・選択必修の別 必修

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
27 時間

担当講師

濱保 衣都子

実務経験 有
CFA公認審査員。海外を含めキャットショージャッジとして幅広く活躍中。また、長

年ペルシャ猫のブリーダーとして活動している。


